
この連載を通じて，「人事パー

ソンとして転職は可能か」「キャ

リアアップ・転職には何が必要

か」「年代別の転職術」について

考えてきた。そして，人事として

のキャリアアップも転職もいろい

ろな要素を孕みつつも可能である

としてきた。では，その先には何

があるのだろう。

人事から経営領域への道

私の元上司と元部下は，それぞ

れ上場企業へ転職し，まずは人事

の責任者となり，その後人事以外

の領域へ， 1 人は会社の本業の事

業本部長として，もう 1 人は経営

企画部門や事業系の本部長として

役員となっている。要するに人事

という領域からさらに広がり，経

営全般に関わる仕事に携わったと

いうことだ。これが 1 つ目の道。

企業内で人事領域のみには留まら

なかった，あるいは留まれなかっ

たと言ってもいいかもしれない。

「人事だけやっててもダメだ」と

いうことだろうし，「それだけで

はその会社でのキャリアが高まら

なかった」ということでもあり，

「より広範囲な仕事を求められた」

ということだろう。

私自身， 2 社の上場企業で人事

の責任者をしていたが，人事パー

ソンとしてもそれ以上の価値を出

すためには，「人事だけをやって

いてはダメだ」と思っていた。経

営者に「西尾，営業部門を見ない

か，できるだろ」「おまえも上を

目指すなら，人事だけをやってい

てはダメだろう」と言われたもの

だ。ごもっともだと思う。

人事の経験者として転職したと

して，それまでの経験・知識から

一定水準までの成果は出すことが

できる。しかし，その会社が備え

るべき人事機能を整備できたら，

その先はその会社らしい，先進的

な人事への取り組みが必要となる

だろう。そのときには，会社・事

業・現場のことを深く知るという

ことがより重要になってくると思

う。だから「人事だけやってても

ダメ」なんだろう。その会社でさ

らに活躍しようと思えば，自ら

「広がらなくてはならない」。

「広がる」ことで「上にも行け

る」ということだ。その覚悟と志

向があれば，成功する可能性は高

まるだろう。ただ，人事以外のこ

とも多く学ばなければならない。

また，人事としてのキャリアは相

対的に薄まってくるので，リスク

も伴う。人事として成功しても，

営業や管理全般として成功すると

は限らないからだ。

人事にこだわり他社への道

さて，経営に「人事だけをやっ

ていてはダメ」と言われた私がど

うしたかというと，「上，目指し

てないしなぁ」「40歳を超えて今

さらキャリアをまた広げるのもな

ぁ」ということで，リスクをとっ

てキャリアを「広げる」気にどう

してもなれなかった。元上司や元

部下のようなキャリア形成を「す

る気になれなかった」し「できる

気がしなかった」，あるいは「そ

んな能力もなかった」ように考え

ていた。

一方で，そのまま人事部長にい

つまでも留まっていても仕方がな

いわけで，さてどうするか，とい

うことになった。

進むべき道は分かってはいた。

再び，よりアーリーステージの会

社に転じて同じことをすればい

い。同じような企業ステージにあ

って，同じような悩みを抱えてい

る会社はたくさんある。再びの転

職という道だ。

これが，「人事」という領域に

こだわり，キャリアを広げず，会

社を変わりながら「人事」を続け

るという道だ。人事部長経験者で

そのように転じていく方は多い。

これも一つの成功への道だろう。
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これが 2 つ目の道である。

ただ，会社というのは入ってみ

ないと分からない。十分な経験や

実力があったとしても，それがど

この会社でも発揮できるとは限ら

ない。文化的要素，人的要素，経

営や社員との相性など，この道に

もリスクは伴う。どこかで失敗も

あるだろうが，それでもこの道の

行く先に成功は待っている。

独立して人事を支援する道

しかし，私は 2 つ目の道も違う

と思った。すでに 2 社で人事の責

任者をさせていただいた私は，そ

れをまた繰り返すのもどうかと思

ったわけで，結局「同時に複数

の会社のお手伝いをしたい」とい

う志向のもと，独立することにし

た。前出の元上司も，その後独立

して会社を作って人事領域で活躍

している。これが 3 つ目の道。独

立しなくてもどこかのコンサルテ

ィング会社に入るということもあ

るだろう（ただし，大手のコン

サルティング会社は狭き門であ

るが）。

人事系のコンサルタントはそれ

こそ星の数ほどいる。ただ，意外

と人事部長経験者で独立している

人は多くない。そこに活路がある

と思う。

とはいえ，この 3 つ目の道はリ

スク満載だ。そもそも何の保証も

ない。食っていけるかやってみな

いと分からない。そして仕事自体

は人事領域であっても，営業力な

ど人事とは違った力も必要だ。自

由の代償は大きい。

人事以外にキャリアを広げて企

業内で上を目指す 1 つ目の道。人

事という領域にこだわり一定期間

ごとに転職する 2 つ目の道。そし

て企業外の立場から人事領域の仕

事をする 3 つ目の道。これら 3 つ

の道が概ね「その先にあるもの」

である。

それぞれにリスクがあるがそれ

ぞれに意義もある。そもそもどん

な生き方をしたってリスクはあ

る。今の世の中先は見えないのだ

から，それぞれのリスクと意義を

踏まえながら「自分はどうしてい

きたいか」ということを問うてい

けばいいと思う。

実績を残してこそ先がある

「人事」という仕事は答えが見

えず，実態もはっきりしない領域

ではあるが，必ずどこの会社にも

「人」というものへの悩みがある。

だから規模の大小問わず，どこの

会社にも必要な仕事だ。それだけ

に，これまでと現在，そして将来

を見据えてさえいれば，転職もで

きるし独立もできる。

その意味ではこの分野で仕事を

させてもらうということはとても

恵まれていることだと思う。昨今

はグローバル化が進んでおり，英

語力が求められることも増えてき

た。これまでの連載で語ってきた

ことに加えて，英語力があれば鬼

に金棒だ。一説には英語力があれ

ば年収が1.5倍以上になるそうだ

（英語力だけあってもダメなこと

は周知のことだが）。でも英語力

がなくても，ドメスティックな会

社はたくさんあり，それよりも，

採用・配置・育成・制度・給与・

厚生・人事管理など，関連する人

事領域の仕事を俯瞰できるように

なっていることが大切だ。そし

て，それぞれにおいての企画と運

用，さらに実務についての知見と

経験を積んでいくこと，これがキ

ャリアを確固たるものにしていく

だろう。加えて「営業的なコミュ

ニケーション力」を含む人事コン

ピテンシーが大事になる。人事と

いうのは結局のところ，経営者や

社員や学生との対話から始まり，

そうした人とのコミュニケーショ

ンで成り立つ仕事といえる。

仕事をしていくなかで，これら

を踏まえながら，自分自身のキャ

リアプランを作っていただきた

い。そしていつでも転職・転進で

きる状態にしておくことだ。前向

きな転職ならばどんどんしていた

だいていいと思う。ただ，しっか

りと実績を残して動く，この原則

は忘れないでいただきたい。その

ためには 1 社に 3 年から 5 年は踏

み留まること，その上で次のステ

ップを見据えること，これらがで

きれば有意義なキャリアを積んで

いくことができると思う。
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